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１ ジャパンサーチとは
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 デジタルアーカイブの検索・閲覧・活用の
プラットフォーム

さまざまな分野のデジタルアーカイブと連携し、
我が国の多様なコンテンツのメタデータ*
をまとめて検索・閲覧・活用

 国全体の取組
◇ 政府の「知的財産推進計画」に掲げられている

国の取組
◇ 運営主体：デジタルアーカイブジャパン推進委員会・

実務者検討委員会
（事務局：内閣府知的財産戦略推進事務局）

◇ システム運用・連携協力担当：国立国会図書館

ジャパンサーチとは

＊メタデータとは：
コンテンツの内容や所在等について記述したデータ 4
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「3か年総括報告書 我が国が目指すデジタルアーカイブ社会の実現に向けて」
（令和２年8月19日 デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/r020
8_3kanen_houkoku_honbun.pdf



ジャパンサーチ戦略方針2021-2025 を決定

「デジタルアーカイブを日常にする」
ミッション

新しい情報技術とアーカイブ連携を通じて、日本の文化的・学術的コンテンツの発見可能性を
高め、それらを活用しやすい基盤を提供することで、デジタルアーカイブが日常に溶け込んだ
豊かな創造的社会を実現します

３つの価値：
デジタルアーカイブの大切な役割
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https://jpsearch.go.jp/about/strategy2021-2025

記録・記憶の
継承と再構築

４つのアクション：
ジャパンサーチを使った活動の柱

コミュニティ
を支える共通

知識基盤

新たな社会
ネットワーク

の形成

支える

伝える

拡げる

挑む

学び・遊びの体験、キュレーショ
ン活動、ひとも繋ぐ、DAを長く

DAを集約・整理、DA活用方法、
DA構築方法、コンテンツの魅力

デジタル化の推進、ファン層、魅
力あるDA、使いやすいコンテンツ

オープン化、新たな可能性、新た
なネットワーク、社会のDX化



デジタルアーカイブとは
• 様々なデジタル情報資源を収集・保存・提供する仕組みの総体をいう
（例・国立国会図書館デジタルコレクション）

• 二つの側面

コンピュータの誕生以前から様々な媒体に残されてきた記録を、デジタル情報技

術で取り扱いやすい形に変換すること（デジタル化）

電子メディアで流通する記録を、収集・保存し、長期的に提供すること

• デジタルアーカイブの整備が進むことで、デジタルアーカイブが日常的に
様々な創作活動を支える社会・学術・文化の基盤となる社会（デジタルアー
カイブ社会）となることが期待されている。
※デジタルアーカイブジャパン推進委員会及び実務者検討委員会（知的財産戦略本部）
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出典：「3か年総括報告書 我が国が目指すデジタルアーカイブ社会の実現に向けて」（2020年8月）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/pdf/r0208_3kanen_houkoku_honbun.pdf



２ ジャパンサーチとの連携
詳細はジャパンサーチを参照

「連携をご希望の機関の方へ」（https://jpsearch.go.jp/cooperation）
「連携に関するQ&A」（https://jpsearch.go.jp/cooperation/faq）
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メタデータ（目録情報等）

サムネイル/プレビュー

コンテンツ

コンテンツの内容や所在等の情報を記述
するデータ。目録・書誌データ、文化財
基礎データ等のテキストやID

コンテンツの縮小画像（サムネイル）、
本文テキストの一部表示や数秒程度の音
声・動画（プレビュー）等

デジタルコンテンツのほか、アナログ媒体
の資料・作品等も含む。

（出典）『デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン』 （デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁連絡
会・実務者協議会、平成29年4月）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline.pdf を一部加工

メタデータとサムネイルをオープンに流通させることで、
コンテンツの活用が促進される。
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ジャパンサーチの場合、
サムネイルURL・コンテンツURLを
メタデータの一部として収集・利用

8
ジャパンサーチとの連携 ーメタデータ連携ー

デジタルアーカイブが扱う

３つの情報資源
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ジャパンサーチの連携方針

（つなぎ役不在の場合）直接連携
メタデータ集約を行うつなぎ役が明確ではない分野・地域については、
条件に当てはまるアーカイブ機関との直接連携を検討
• 国の機関であり、当該分野におけるコンテンツを幅広くカバーしているアーカイブ機関
• 公益に資する目的のため、当該分野におけるコンテンツを幅広くカバーしているアーカイブ機関
• 唯一性・独自性の高いコンテンツ群を塊として扱う分野・地域を代表するアーカイブ機関
• その他、実務者検討委員会において適当と認められるアーカイブ機関



ジャパンサーチにおける取組主体の役割
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メタデータの流れ
デジタルコンテンツの流れ

日本文化発信⇒インバウンド効果観光用VR⇒地域創生へ 研究活動の活性化

多様な分野の
メタデータは
ジャパンサーチ
（国立国会図書
館がシステムを
担当）

【活用者層】国民（地域住民、ビジネスマン、学生、研究者等）、日本に興味のある外国人

新規ビジネス・サービスの創出 教育の教材利用 災害時の復興（防災対策）

ジャパンサーチ

・我が国保有コンテンツの
メタデータ集約/API提供

・全体標準化
・利活用の促進

【関係府省等】
・内閣府の会議体を通じた協力
・ガイドラインの普及
・デジタルアーカイブ推進のため
の法的整備

・人材育成のための施策
・アーカイブ活用促進策 等

・（分野ごとの）メタデータ集約・API提供
・（分野ごとの）ポータル提供
・メタデータ等の標準化
・長期アクセス保証

書籍等
分野

放送番
組分野

メディ
ア芸術
分野

地域
アーカ
イブ

文化財
分野

・メタデータの整備
・デジタル化（コンテンツ拡充）
・ウェブでの公開

【各アーカイブ機関】

【国の分野横断統合ポータル】

恒久的保存のための基盤整備

図書館、官公庁、企業、博物館・美術館、文書館、文化施設、地方公共団体等

【分野・地域コミュニティのつなぎ役】

利活用促進のための基盤整備

新しい知の創造
経済的価値の創出

書籍等分野は国立国
会図書館（国立国会
図書館サーチ）がつ
なぎ役



国立国会図書館サーチの連携イメージ

NDLサーチ
書籍等分野（図書館領
域）が提供する資料・
情報の検索ポータル。
（110DB、1.3億件以
上のメタデータ）

ジャパンサーチとNDLサーチの違い

ジャパンサーチ
デジタルアーカイブ利活用の
分野横断プラットフォーム。
NDLサーチ経由ではデジタル
コンテンツを有するDAとのみ
連携。メタデータ約1000万件
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マイノート、ワークスペース等の
利活用機能も提供



ジャパンサーチの連携状況（令和4年6月21日現在）

国の機関 地方自治体 大学 公益法人・民間機関等

国立国会図書館
国立公文書館
総務省・デジタル庁
文化庁
国立科学博物館
国立美術館
国立文化財機構
国土地理院

北海道
縄文遺跡群世界遺産保存活
用協議会
青森県
東京都歴史文化財団
県立長野図書館
三重県
和歌山県立文書館
鳥取県
南城市教育委員会

（国立大学）
人間文化研究機構
新潟大学
東京大学
東京農工大学科学博物館
京都大学総合博物館

（私立大学）
慶應義塾大学
立命館大学アート・リサー
チセンター
早稲田大学坪内博士記念演
劇博物館

映像産業振興機構
渋沢栄一記念財団
全国美術館会議
日本写真保存センター
日本放送協会
放送番組センター
南方熊楠顕彰館
広島平和記念資料館

33 連携機関（つなぎ役）：国の機関、大学、地方自治体、公益法人、民間機関等
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※下線太字は、令和3年度連携機関



国立国会図書館サーチ経由での連携状況（令和4年6月21日現在）

国の機関 県立図書館 市立図書館 大学図書館 民間機関等

国立国会図書館
国立教育政策研究所
教育図書館

青森県立図書館
岩手県立図書館
宮城県図書館
群馬県立図書館
茨城県立図書館
千葉県立中央図書館
福井県文書館・福井
県立図書館
山梨県立図書館
奈良県立図書情報館
徳島県立図書館
佐賀県立図書館

札幌市中央図書館
大阪市立図書館

大東文化大学
関西大学アジア・
オープン・リサーチ
センター
九州産業大学図書館
九州大学附属図書館
広島修道大学図書館
琉球大学附属図書館

TRC-ADEAC

22 機関（国立国会図書館含む）
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※下線太字は、2021年度以降の新規連携機関



ジャパンサーチの連携状況（令和4年6月21日現在）

分野 主なデータベース名 メタデータ件数

書籍等 「国立国会図書館サーチ（NDLサーチ）」から「国立国会図書館デジタルコレクション」、「青森県立図書館デジタル
アーカイブ」、「デジタルアーカイブ福井」、「佐賀県立図書館データベース」等 11,951,224 

自然史・理工学 「サイエンスミュージアムネット（S-Net）」「魚類写真資料データベース」、「南方熊楠邸資料：蔵書、標本、文書」、
「蚕織錦絵コレクション 」等 5,431,704 

公文書 「国立公文書館デジタルアーカイブ」、「和歌山県歴史資料アーカイブ」等 4,099,725

人文学
「人間文化研究機構統合検索システム nihuINT」から54件のデータベース、「ARC古典籍ポータルデータベース」、「渋
沢栄一関連会社名・団体名変遷図」、「東京大学学術資産等アーカイブズポータル」、「京都大学研究資源アーカイブ」
から3件のデータベース 等

5,045,478 

地域
「三重の歴史・文化デジタルアーカイブ」から19件のデータベース、「にいがた 地域映像アーカイブ データベース」、
「信州デジタルコモンズ」から3件のデータベース、とっとりデジタルコレクション、なんじょうデジタルアーカイブ、
Tokyo Museum Collection、広島平和記念資料館 平和データベース、北海道デジタルミュージアム等

661,899 

美術 「国立美術館所蔵作品総合目録検索システム」、「写真原板データベース」、「愛知県美術館コレクション」、「大阪市
立東洋陶磁美術館収蔵品画像オープンデータ」等 596,313 

文化財 「文化遺産オンライン」から国指定文化財等データベース、「文化財デジタルコンテンツダウンロード機能」「ColBase
国立博物館所蔵品統合検索システム」、「Keio Object Hub」等 520,302 

アニメ・ゲーム・
メディアアート

「日本アニメーション映画クラシックス」、「Japan Content Catalog」から「JACCクリエイター検索」、「メディア芸
術データベース」等 193,762

舞台芸術 「演劇情報総合データベース」から4件のデータベース 等 84,741 

映画 「国立映画アーカイブ所蔵映画フィルム検索システム」、「映像でみる明治の日本」等 82,707 

放送番組 「放送ライブラリー公開番組データベース（ドラマ）」、「動画で見るニッポンみちしる」等 82,332 

データセット 「データカタログサイト」等 24,439 

地図 「古地図コレクション」 3,349 

174データベース
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国立国会図書館サーチ経由での連携状況（令和4年6月21日現在）
データ提供機関 データベース名

国立国会図書館 全国書誌、国立国会図書館デジタルコレクション、日本関係外国語図書の書誌情報（試行版）

TRC（ADEAC） デジタルアーカイブシステムADEAC

青森県立図書館 青森県立図書館デジタルアーカイブ

千葉県立中央図書館 千葉県デジタルアーカイブ

奈良県立図書情報館 まほろばデジタルライブラリー

岩手県立図書館 イーハトーブ岩手電子図書館

宮城県図書館 叡智の杜Web

札幌市中央図書館 札幌市中央図書館デジタルライブラリー

群馬県立図書館 群馬県立図書館デジタルライブラリー

徳島県立図書館 徳島県立図書館デジタルライブラリ

福井県文書館・福井県立図書館 デジタルアーカイブ福井

山梨県立図書館 山梨デジタルアーカイブ

茨城県立図書館 茨城県立図書館デジタルライブラリー

大阪市立図書館 大阪市立図書館デジタルアーカイブ

佐賀県立図書館 佐賀県立図書館データベース

琉球大学附属図書館 琉球・沖縄関係貴重資料デジタルアーカイブ

関西大学アジア・オープン・リサーチセンター 関西大学デジタルアーカイブ

九州産業大学図書館 九州産業大図書館デジタルアーカイブ

九州大学附属図書館 九大コレクション

大東文化大学 大東文化大学デジタルアーカイブス

広島修道大学図書館 広島修道大学デジタルアーカイブ

国立教育政策研究所教育図書館
教育図書館戦後教育資料デジタルアーカイブ、教育図書館近代教科書デジタルアーカイブ、教育図書館往来物デジタルアー

カイブ、教育図書館貴重資料デジタルコレクション

22機関 27データベース メタデータ約1000万件



地域アーカイブの事例①
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 デジタルアーカイブ福井 https://jpsearch.go.jp/database/fukui

福井県立図書館・福井県文書館・福井県ふるさと文学館等のデータベース。

国立国会図書館がつなぎ役となってジャパンサーチと連携。古典籍・歴史的公文書・新聞・写真などを画像とともに公開。
１．オープンデータ化

2020年11月5日 第22回図書館総合展フォーラム「ジャパンサーチ正式版公開～書籍等分野の連携及び利活用拡大に向けて～」（https://jpsearch.go.jp/event/libraryfair2020/）

展示

掲載・商品化

連携

出典：長野 栄俊（福井県文書館（福井県立図書館兼務））「書籍等分野の連携事例報告①；デジタルアーカイブ福井」

２．利活用事例
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２．利活用事例

出典：原田 綾子 （青森県立図書館）「書籍等分野の連携事例報告② ；青森県立図書館デジタルアーカイブ」
2020年11月5日 第22回図書館総合展フォーラム「ジャパンサーチ正式版公開～書籍等分野の連携及び利活用拡大に向けて～」（https://jpsearch.go.jp/event/libraryfair2020/）

地域アーカイブの事例②
 青森県立図書館デジタルアーカイブ https://jpsearch.go.jp/database/aomori

青森県立図書館が所蔵する貴重資料や郷土資料をデジタル化して公開。国立国会図書館がつなぎ役となってジャパンサーチと連携。

１．オープンデータ化

青森県立図書館デジタルアーカイブ＞八甲田山雪中行軍遭難事件
https://www.plib.pref.aomori.lg.jp/digital-archive/special-feature/hakkouda/

ジャパンサーチのWeb APIを使って
特集ページを構築



３ ジャパンサーチの機能
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①分野の特性を活かした検索機能
 様々なテーマに関する「ギャラリー」を提供

③利活用促進の基盤となる利活用機能

②クリックするだけで楽しめる機能
多様なコンテンツの紹介

楽しむ

活かす

探す

横断検索
テーマ別検索
画像検索 ※類似の画像を検索可能

（テーマ例：富士山、猫、紅葉狩り、刀剣、和食、北斎etc.）

 お気に入りをマイノートに登録し、マイギャラリーで編集可能
 マイノートの共同編集ができるマイギャラリー、ワークスペース
 任意のメンバーから成るプロジェクトで、ジャパンサーチの全機能を体験
 ジャパンサーチが集約したメタデータをAPI（外部提供インタフェース）で提供

ジャパンサーチの機能～3つの観点から～
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検索機能
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 横断検索・詳細検索
・全データベースのデータをキーワード検索
・共通項目ラベルによる項目別検索も可能

→時間・場所はデータの正規化処理を実施
→ローマ字のデータを自動生成

 画像検索
・AI（機械学習）を用いたプログラム開発
・サムネイル画像や、アップロードした画像を元に

似た特徴を持つ画像を検索*

 テーマ別検索
・検索対象とするデータベース・

メタデータ項目をマッピング・定義
・検索制約（フィルター）を指定

→特定のテーマに即した検索が可能
（編集画面で作成。連携機関のみ作成可能）

探す＊国産オープンソースソフトウェアである
vald<https://github.com/vdaas/vald>を利用

テーマ別検索一覧画面 https://jpsearch.go.jp/csearch

クリック

検索結果例



ギャラリー
 検索機能を利用しない場合でも見て楽しめるページ

• 約420テーマを公開（令和4年6月現在）
• IIIF（国際的な画像の相互運用のための規格）対応

 連携機関はジャパンサーチ上で公開可能（ウェブパーツとして外部サイトに貼付も可能）
連携機関にとっての利活用機能

※ギャラリー一覧画面 https://jpsearch.go.jp/gallery

21

「東京大学学内広報コラム デジタル万華鏡」
東京大学 作成

https://jpsearch.go.jp/gallery/utokyo-digitalkaleidoscope

「曽我蕭白 奇想ここに極まれり」
愛知県美術館 作成

https://jpsearch.go.jp/gallery/apmoa-NERpkV0r483

「日本の伝説 異界」
立命館大学ARC, 国立国会図書館 作成
https://jpsearch.go.jp/gallery/ndl-9DnAAqljpV6

『写真週報』掲載写真と関連資料で見る戦時下
の子供たち」日本写真保存センター 作成

https://jpsearch.go.jp/gallery/photoarchive-syuhou001

楽しむ



マイノート

22

ジャパンサーチのコンテンツにある♡マークをクリックして、
簡単にお気に入りリストを作成・メモを追加できる

マイギャラリー
ジャパンサーチの
「ギャラリー」と同
様に電子展覧会を作
成できる

24時間限定で、マ
イギャラリーをオン
ライン上で共有し、
共同編集が可能

ワークスペース機能

活かす

共同編集機能を
長期間使用したいとき

イベントや

調べ学習に！

図書館や博物館の
調べものサービスなど

展示企画、
イベント、
調べ学習など

連携機関が利用可



API（SPARQLエンドポイント）
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 ジャパンサーチの検索結果のページで、
利活用データを用いて、同じ作者/同年代/同じ場所の
情報を持つ資料など、関連するアイテムを自動表示

 Europeana、Gallica等との横断検索も可能

 集約したメタデータを、利活用のための分野横断の標準形式
「ジャパンサーチ利活用スキーマ（JPS-RDF）」に変換し、
利活用データとしてAPI（SPARQLエンドポイント）で提供

「開発者向け情報」 https://jpsearch.go.jp/static/developer/
• ジャパンサーチAPIの解説
SPARQL API (https://jpsearch.go.jp/api/sparql-explain/)
EasySPARQL API(https://jpsearch.go.jp/api/sparql-explain/#sec4)
• 利活用スキーマ概説 (https://jpsearch.go.jp/api/introduction/)
• チュートリアル（「NDLラボ」内）

（https://lab.ndl.go.jp/data_set/tutorial/app_tutorial/）

API活用事例

活かす



４ ジャパンサーチにおける二次利用条件設定

24



ジャパンサーチでの二次利用条件の表示

25
詳細：「デジタルコンテンツの二次利用条件表示について」https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements
（連携機関向け）二次利用条件の設定方法：「連携をご希望の機関の方へ」https://jpsearch.go.jp/cooperation

トップ画面 検索結果での絞り込み 個別コンテンツ（早見表）

教育利用・商用利用可*のコンテンツ数
を表示
*CC0, PDM, CC BY, CC BY-SA

【資料固有の条件】
利用規約ページ等へのリンク

コンテンツの詳細画面で
利用条件と利用目的別の「早見表」を表示

検索ボックス下のタブで権利区分による
絞り込みが可能

利用条件

早見表
クリックすると
該当コンテンツ一覧に遷移
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項目 記入例

メ タ デ ー タ の
権利表示

<a
href="https://creativecommons.org/public
domain/zero/1.0/deed.ja"
rel="nofollow">CC0</a>

サ ム ネ イ ル 画
像の権利表示

<a
href="https://creativecommons.org/licens
es/by/4.0/deed.ja" rel="nofollow">CC
BY</a>

コ ン テ ン ツ の
権利区分 CC BY

コ ン テ ン ツ の
権利表示

・資料の記載内容は改変を加えずそのままの状
態で公開しています。現在では不適切な表現を
含む場合がありますが、歴史的資料としてご理
解の上、ご利用下さい。<br>
・当館所蔵品以外の公開画像について、営利目
的での利用を希望する場合は、当館まで連絡し
てください。
詳 細 は 和 歌 山 県 歴 史 資 料 ア ー カ イ ブ 「 <a
href="https://www.lib.wakayama-
c.ed.jp/monjyo/archive/index.html"
rel="nofollow">利用案内</a>」を参照。

データベース基本情報 （データベース紹介ページ）
（個々のコンテンツ詳細画面）

ジャパンサーチにおける二次利用条件表示（例）

26



デジタルコンテンツの権利区分と「早見表」の対応関係

早見表の例

27

詳細：ジャパンサーチ「デジタルコンテンツの二次利用条件表示について」のページを参照
https://jpsearch.go.jp/policy/available-rights-statements



データ利用に当たってのお願い

28

検索結果詳細画面から
出典の記載例をコピー

https://jpsearch.go.jp/policy#185tphq1umpons

ジャパンサーチのサイトポリシーから
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デジタルコンテンツの二次利用条件の検討に当たってのフローチャート

デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の在り方について（2019年版）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/nijiriyou2019.pdf

＝権利区分



５ ジャパンサーチの活用方法

30



■小・中・高を対象とした調べ学習授業

大井 将生（東京大学大学院情報学環・学際情報学府渡邉英徳研究室）「ジャパンサーチ利活用機能の利用事例報告」
（https://jpsearch.go.jp/static/pdf/event/useevent2021/2.pdf） 31



■中学生を対象とした歴史の授業
江戸時代を紹介する博物館をつくってみよう（中学3年生・歴史）

髙橋 傑（慶應義塾高等学校）「慶應義塾普通部プロジェクト」（https://jpsearch.go.jp/project/kf_keio） 32



■大学の博物館学芸員課程におけるキュレーション実習授業
長岡造形大学 博物館概論2021（オンライン授業）

33

齊藤 有里加（東京農工大学科学博物館 特任助教）
博物館資料のジャパンサーチ掲載と学芸員実習における活用事例
https://jpsearch.go.jp/static/pdf/event/cooperation202109/05.pdf

東京農工大学 博物館学芸員実習

https://sites.google.com/st.
nagaoka-id.ac.jp/gairon-
2021/%E5%B1%95



子ども（小・中・高）向けのオンラインイベント

34

• ワークスペースを使った電子展示の体験プログラムを実施
• 当日の制作手順、マニュアルを掲載（マニュアルはCC BYで提供）

参加者の作品例

「こども霞が関見学デー「電子展示を作ってみよう！」」（https://jpsearch.go.jp/gallery/jpsutilization-kasumigasekiday2021）



電子展覧会としての利活用
• コロナ禍による入館制限を受けて、国立国会図書館東京本館で開催するギャラリー展示の閲覧ページを、

プロジェクト機能 を用いて作成・公開

https://jpsearch.go.jp/project/tenjikikaku

https://jpsearch.go.jp/gallery/tenjikikaku-7pbrmYv2d1z

35

https://jpsearch.go.jp/gallery/tenjikikaku-v1PDvR2ZBZb

https://jpsearch.go.jp/gallery/tenjikikaku-n0231lXPr7Ghttps://jpsearch.go.jp/gallery/tenjikikaku-4Wl8627plK4



活用例：統合目録や調べ方案内（アイデア）

 テーマ別検索機能を使い、地域資料の横断検索システムを構築

 ギャラリー機能を使い、
地域資料の調べ方案内（パスファインダー）を作成

 横断検索システム・調べ方案内を自館のサイト上にも公開

36地域資料の横断検索システム（イメージ） 地域資料の調べ方案内（イメージ）



2022年8月25日（木）10時～17時半
デジタルアーカイブフェス2022―ジャパンサーチ・デイ

※オンライン開催、参加費無料

37

第Ⅱ部ジャパンサーチに関するセッション
13:30～16:00 
・ジャパンサーチとの連携について

・連携事例、JPSの活用事例報告

第Ⅰ部 シンポジウム 10:00～11:50
・基調講演

・国の取組説明

・デジタルアーカイブを日常にする取組の表彰

第Ⅲ部デジタルアーカイブ活動に関するセッ
ション 15:50～17:20 
・産業界におけるデジタルアーカイブの取組や活用好事例報告

★休憩時間（①12:40〜13:20、②15:15〜15:45）には、

ギャラリー作成ハンズオンワークショップを開催



JAPAN SEARCH 公式（＠jpsearch_go）

お問合せ、連携希望、改善要望、
ワークスペース・プロジェクトの利用希望は
https://jpsearch.go.jp/contact

JAPAN SEARCH 公式 YouTubeチャンネル
https://www.youtube.com/channel/UCSK72iSEQMzEcu8BWLEFzPQ

38

JAPAN SEARCH 公式（@jpsearchgo）


